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　京セラ福島棚倉工場の環境出前授業が、
５月２０日（水）笹原小学校の４年生を対象
に行われました。環境問題や太陽電池につ
いて実験などを通して学ぶことが目的で、
太陽電池の仕組みや、太陽光を受けて動く
車などを見て、児童たちは大興奮でした。
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未
来
に
輝
く
元
気
な
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
。

町
の
特
性
を
生
か
し
た

　
　
　「
地
方
創
生
」
が
始
ま
り
ま
す

　皆
さ
ん
、
町
の
将
来
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
の
局
面
に
入
り
、

２
０
５
０
年
に
は
９
，
７
０
０
万
人
程
度
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
と
東
京
圏
の
経
済
格
差
拡
大

な
ど
で
、
若
い
世
代
が
地
方
か
ら
流
出
し
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
を
招
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
歯
止
め
を
か
け
、
若
い
世

代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
を
実
現
し
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
社
会
を
創
生
す
る
の
が
「
地
方
創
生
」

で
す
。
塙
町
は
、
平
成
26
年
度
末
か
ら
消
費
喚
起
型
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
（
７
月
）
を
は
じ
め
、
地
方
創
生
先

行
型
と
し
て
、
観
光
・
農
業
・
ひ
と
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
内
容
と
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　地
方
創
生
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
ひ

と
」
が
中
心
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
そ
の

「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
つ
く
り
、「
ま

ち
」
を
つ
く
る
と
い
う
流
れ
を
確
か
な
も

の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
口

な
ど
の
「
東
京
圏
一
極
集
中
（
東
京
都
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
へ
の
人
口

密
集
度
は
約
３
割
）」
を
是
正
す
る
た
め
、

地
方
に
お
い
て
「
し
ご
と
の
創
生
」、「
ひ

と
の
創
生
」
の
好
循
環
を
生
み
出
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　若
い
世
代
が
地
方
で
安
心
し
て
働
く

た
め
に
は
、「
相
応
の
賃
金
」、「
安
定
し

た
雇
用
形
態
」、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
」
と
い
っ
た
要
件
を
満
た
す
雇
用
の
提

地方創生
―まち・ひと・しごと創生―

供
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
雇
用
の
量
は
も

ち
ろ
ん
、「
雇
用
の
質
」
を
重
視
し
た
取

り
組
み
が
地
方
で
は
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
そ
の
地
域
に

魅
力
を
感
じ
て
住
み
続
け
る
た
め
に
も
、

女
性
が
活
躍
す
る
場
を
つ
く
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

た
め
、「
し
ご
と
」
の
創
生
を
実
行
し
つ

つ
、
若
者
の
地
方
で
の
就
労
の
実
現
を
図

り
ま
す
。
暮
ら
し
の
環
境
を
心
配
す
る
こ

と
な
く
、
地
方
で
の
「
し
ご
と
」
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
結
婚
か
ら
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
が
必
要
で
す
。

　「
し
ご
と
」
で
地
域
に
根
付
き
、「
ひ

と
」
が
地
方
に
活
力
を
与
え
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
を
創
生
す
る
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み
は
、
地
方
が
試

さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
可
能
と
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
地
方
創

生
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
へ
地
域
を

引
き
継
い
で
い
く
。
塙
町
も
人
口
減
少

と
い
う
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

　塙
町
は
、
国
の
交
付
金
や
県
補
助
金

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、「
元
気
な
む
ら
づ
く

り
事
業
」
や
「
塙
町
ブ
ラ
ン
ド
品
開
発
事

業
」
な
ど
の
「
地
方
創
生
」
事
業
を
進
め

る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
や
民
間
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
専
門
家
の

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
将
来
の
塙
町

に
必
要
な
事
業
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

中
長
期
を
見
通
し
た
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
５
年
間

の
指
針
と
な
る
「
塙
町
総
合
戦
略
」
は
、

今
年
度
中
の
完
成
を
予
定
し
、
町
議
会
の

議
決
を
経
て
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
。

地

方

創

生

は

「
ひ
と
」
が
中
心
で
す

地

域

に

根

付

く

「
し
ご
と
」
を
創
生
し
ま
す

若
者
の
就
労
支
援
で

子
育
て
環
境
の
改
善

「
ひ
と
」と
「
し
ご
と
」で

「
ま
ち
」を
創
生
し
ま
す

塙
町
の
「
地
方
創
生
」

事
業
が
始
ま
り
ま
す

子どもたちに誇れるまちづくりを
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地方創生
―まち・ひと・しごと創生―

　ひとづくりのためにも、幼少期の教育

環境がとても大切だと思います。勉強も

スポーツも、教育環境次第で子どもはど

んどん伸びる。若い人をターゲットにす

るばかりでなく、教育環境を整備して、

子どもを持つ親に育児環境の良さをア

ピールすることができれば、自然と子ど

もがついてくるはず。一時的に塙を離れ

ても、「塙ってやっぱり良いな」と感じ

させることが大事だと思います。

　事業でもイベントでも単発で終わるこ

となく、継続することが必要だと思いま

す。そのためにも、ひとづくりが重要だ

と感じます。塙に良いものがあっても、

それを動かすのは、結局は「ひと」。青

年部としても、町を盛り上げることはも

ちろんですが、若手教育にも力を入れて

いきたいです。人口増や企業誘致も大切

ですが、今住んでいる人や企業へのサ

ポート体制を構築してもらい、いつまで

も元気に過ごせるようなまちづくりを期

待します。

　人口減少とともに、後継者問題も深刻

です。働く場所がないということだけで

なく、地域に魅力があれば若い人は戻っ

てくると思います。魅力づくりのために

も、人づくりがとても大切だと感じます。

地域にいるお年寄りや、退職した方など

をもっと活用してほしいです。町には、

「人の心を動かす」事業を実施して、町

民の方がもっと町に関心を持つようなま

ちづくりを期待します。

塙町が取り組む「地方創生」

　人
口
の
減
少
や
、
首
都
圏
へ
の
流
出
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
塙
町
も

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

プレミアム付商品券を発行

元気なむら創生塙町の魅力をＰＲ

塙町総合戦略の策定

地域の魅力倍増資源の活用

地域公共交通ネットワークの支援 塙町のブランド力をアップ

地域産業を支援

　商工会によりプレミアム付商品券を発行

し、町内の消費を活性化します。

【実施時期】平成２７年７月５日（日）から

【プレミアム率】２０％

１２，０００円（５００円×２４枚）分の商品券を、

１０，０００円で販売します。販売上限は１人

１００，０００円です。

　農村の地域資源を生か
し、企業などと交流を深
め、農業体験やおもてなし
メニュー開発などを行い、
農村地域の雇用と所得が確
保できる仕組みをつくりま
す。

　塙町には魅力的な農産部や物産品があ

るものの、ＰＲ不足により知名度は低い

状況となっています。東京都葛飾区のア

ンテナショップなどを利用し、ＰＲをす

るとともに、大学との連携し地域の農産

物を活用した特産品の開発を行います。

　人口の展望を示す「地方人口ビジョン」を策

定し、今後５年間の目標や施策をまとめた「塙

町総合戦略」を策定します。策定に当たっては、

住民や産業界、金融機関など幅広い意見を反映

させ、官民一体となった戦略の策定を行います。

また実施した施策、事業の効果を検証し、改善

を図り、よりよい事業を進めていきます。

　町内に点在する空き家の情報を把握

し、移住希望者への情報発信や、きめ細

やかな相談事業を展開し、首都圏からの

移住促進を図ります。

　塙町は高齢化率が３１％を超え、お年寄りや

自家用車を持たない町民の移動手段として公共

交通の整備が課題です。これらの対策として、

交通事業者と連携し、医療機関や商店街への交

通ネットワークを形成し、併せて事業者の新規

事業の創出や、雇用拡大を図ります。

　町内の竹林を活用し、道の駅はなわを中

心とした農産品のブランド化を目指しま

す。竹パウダーを利用した農産物の６次化

を進めながら、雇用の創出や荒廃竹林の整

備、農家所得の向上、新規就農者の確保を

目指します。

　塙町の中小企業の雇用確保と若

者の定住促進を図るため、新卒者

などを雇用した事業者に助成金を

交付します。また、地元のリフォー

ム施工業者の事業拡大支援と若者

定住促進のために、住まいのリ

フォームを行う個人に対し補助金

を交付します。

このほかにも、塙町の地方創生のため、さまざまな事業に取り組みます。

地域の皆さんとともに少しずつ前へ―。

幸せを実感できる町であってほしい

何事も「継続」するための仕組み作りが必要

毎日笑顔で暮らせる環境であってほしい

塙町商工会長
古橋　博さん

塙町商工会青年部長
本多幸雄さん

塙町商工会女性部長
高澤和子さん

Interview

－塙町の「地方創生」事業に期待します。－
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健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

―
保
健
推
進
員
37
人
に
委
嘱
状
交
付
―

　健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
保
健
推
進

員
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
が
、
５
月
14
日（
木
）

塙
町
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
菊
池
基
文

町
長
か
ら
委
員
37
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
交
付
式
終
了
後
に
は
総
会
が
開
か

れ
、
会
長
に
遠
藤
勢
子
さ
ん
（
板
庭
担
当
）

の
ほ
か
、
副
会
長
２
人
、
理
事
９
人
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
区
住
民
の
健
康

状
態
の
把
握
や
、
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め

に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

塙町保健推進員（任期：平成３０年３月３１日）
担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名
塙 　 1 ※鈴木　伸江 堀越・小高 ※佐藤りゑ子 田　 代 　松本　清一 稲　　沢 　戸井田五月
塙 　 2 ○鈴木　純子 西 河 内 　小松　愛子 那　 倉 ※八木　幸江 台 宿 1 　矢吹　正子
塙 　 3 　石井みつ子 東河内１・２ 　藤田　久子 矢　 塚 　益子　信江 台 宿 1 ※本橋美恵子
塙 　 4 　菊池みとり 八幡・水元・赤坂 　鈴木　幸子 片　 貝 　花島　洋子 台 宿 2 　多勢　麗子
塙 　 5 　溝井　令子 常世中野 ※荒川　友子 折　 篭 　白石よね子 伊　 香 ○青砥　淳子
塙 　 6 ※古橋久美子 竹 之 内 　深谷　洋子 湯　 岐 　古屋　敏明 植　 田 　近藤　京子
塙 　 6 　白坂さだ子 板　 庭 ◎遠藤　勢子 川 上 1 　岩井　敬子 真 名 畑 ※本多　文子
上 渋 井 　白坂由美子 中　 塚 ※松本美智子 川 上 2 　神永　ハル
上 石 井 　菊池　利江 山形・田野作 　菊池　一成 川 上 3 ※大野真由美
上 石 井 　吉田　尚子 大畑・大蕨 　神永みちよ 川上4・森之根・前田 鈴木千惠子
◎会長（１）　○副会長（２）　※理事（９）

　塙町結婚祝金の贈呈式が５月 19 日（火）、塙農村勤

労福祉会館で行われました。菊池基文町長が、金澤太

郎さん・紀子さん夫妻（植田）ほか２組に結婚祝金を

手渡しました。

　結婚祝金贈呈者は、今回の３組を含め 83 組になり

ました。町では、結婚し塙町に定住する方を応援して

います。

菊池町長から花束を受け取る金澤さん夫妻

３組に塙町結婚祝金を贈呈

○菊池亮平さん・麻菜美さん夫妻　（桜木町）

○金澤太郎さん・紀子さん夫妻　　（植田）

○西郷　勉さん・佳子さん夫妻　　（上渋井）

■結婚を考える男女を応援します

いつまでもお幸せに

◇結婚祝金贈呈者

　町では、町内の結婚をするすべての方を対象に　

結婚御祝金を支給しています。

○金　額　１組につき５万円

○要　件

　塙町に住所を持ち、定住する意思のある方で、　

男女いずれかが初婚

　※年齢要件なし。過去に結婚祝金の支給を受け　

た方は対象外

○申請期限

　婚姻届が受理された日から起算して３カ月以内

■問い合わせ
　まち振興課地域づくり係

　☎４３―２１１２

推進員を代表して委嘱状を受け取る鈴木伸江さん
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長年に渡り教育振興に尽力
―故 矢部元良さんへ叙位伝達―

　藤田佳男さん（常世中野）が、５月１４日（木）杉

妻会館（福島市）で行われた平成２７年度各種功労者

知事表彰の席上で、文化功労者表彰を受賞されました。

　藤田さんは、平成９年から１５年余りの長きに渡り、

塙町文化財保護審議会委員や、同会会長を歴任され、

その芸術文化の振興発展への功績が認められました。

文化財の保護はもちろんのこと、小学生対象の「文化

財巡り」では講師を務め、文化財に対する正しい知識

と郷土愛の醸成に努められました。

文化財保護活動が評価
―藤田佳男さんが県知事賞受賞―

県知事表彰を受賞された藤田佳男さん（右）

　去る１月１６日に亡くなられた矢部元良さん（桜木町・享

年９８歳）への叙位「従五位」伝達式が、４月２４日（金）に

役場応接室で行われ、長女の夫である井坂甲子廣さんへ伝達

されました。

　矢部さんは、昭和１３年に教員生活をスタートされ、昭和

３５年に古殿町の論田小学校の校長となりました。校歌を自

ら作詞し、児童の図案による校旗を創設するなど児童の意

気を鼓舞しました。昭和４５年に塙中学校の校長に就任され、

学業とスポーツの両立を図り、多くの部活動で郡大会優勝や、

県大会出場に貢献されました。退職後も、平成元年までの８

年間に渡り、鮫川村の教育長を務められ、教育振興に尽力さ

れました。 塙中学校校長時代の矢部元良さん

　平成２７年春の褒章で、岩井義道さん（川上

/ 石川・東白川地区保護司会長）が更生保護の

功績が認められ、藍綬褒章を受章されました。

岩井さんは、賢瑞院住職を務める傍ら、昭和

６３年から現在まで２７年間に渡り保護司を務め

ています。受章にあたり「とても素晴らしい章

をいただき、感動でいっぱいです。これからも

章に恥じぬよう１人でも多くの更生に協力し、

保護司として尽力してまいります。」と受章の

感想を語りました。

更生保護事業に尽力
―岩井義道さんが藍綬褒章受章―

藍綬褒章を受章した岩井義道さんと妻の敬子さん（左から３番目・４
番目）

（敬称略）



木造住宅を建築する方は、ぜひご利用ください

　福
島
県
で
は
、
県
産
木
材
を
使
用
し
た

良
質
な
住
宅
の
普
及
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
住
環
境
の
整
備
を
促
進

す
る
た
め
、
県
産
木
材
を
使
用
し
て
木
造

住
宅
（
新
築
・
増
改
築
・
購
入
）
す
る
建

築
主
に
対
し
て
、
県
産
の
農
林
水
産
品
な

ど
と
交
換
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
す
る

「
森
と
住
ま
い
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

お
よ
び
「
ふ
く
し
ま
エ
コ
・
プ
ラ
ス
住
宅

応
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
木
造

住
宅
の
建
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　ポイントの交付を受けることができるのは、次の全ての要件を満たす方です。

　①県内に自ら居住するための木造住宅であること

　②施工者の主な営業所は県内にあること。

　③平成２７年４月１日以降に着工している住宅であること。

　④主要構造材（柱・梁・桁・土台）および間柱（厚さ２７㎜以上）が、所要量以上の県産

　木材を使用している住宅であること。

　森と住まいのエコポイント事業の要件に加えて、次のいずれかの要件を満たす方。

　①対象住宅に申請日時点で１８歳未満の子どもまたは妊婦と同居していること。

　②バリアフリー対策に取り組んでいること。（段差なし、手すり設置など）

　①森と住まいのエコポイント事業

　　◆一　般・・・・・２０万ポイント　／　◆被災者など・・・３０万ポイント

　②ふくしまエコ・プラス住宅応援

　　◆基礎ポイント・・２０万ポイント　／　◆加算ポイント（被災者など）・・・１０万ポイント

　平成２７年７月１日（水）から平成２８年２月２９日（月）まで（先着２００棟）　

　申請方法や、ポイント交換手続きなどの詳細については、下記までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県土木部建築指導課　☎０２４－５２１－７５２

１．「森と住まいのエコポイント事業」のポイント交付要件

２．「ふくしまエコ・プラス住宅応援事業」のポイント交付要件

３．交換ポイント数（１棟につき）

４．申請期間

５．その他

　消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負

担
緩
和
の
た
め
、
平
成
26
年
度
に

引
き
続
き
、
今
年
度
も
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　今
年
度
は
、
２
つ
の
給
付
金
の

ど
ち
ら
の
要
件
に
も
該
当
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
両
方
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

両
方
の
給
付
金
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に

は
、申
請
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
送
付
さ

れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
健
康
福
祉
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
支
給
要
件
や
支
給
額
な

ど
に
つ
い
て
は
、
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

給　付　金
臨時福祉給付金

（所得の低い人の負担を緩和します）

子育て世帯臨時特例給付金
（子育て世帯の負担を緩和します）

基　準　日 平成２７年１月１日 平成２７年５月３１日

支

　給

　対

　象

　者

◆基準日に塙町の住民基本台帳に登録さ

　れている方

◆平成２７年度の町民 税（均等割）が課税

　されていない方

※ただし、次に該当する方は対象となりません。

①課税されている方に生活の面倒を見てもらって

　いる場合（住民税において、どなたかの扶養に

　なっている場合）。

②生活保護を受けられている方。

◆基準日に塙町の住民基本台帳に登録さ

　れている方

◆平成２７年６月分の児童手当を受給する

　方。なお、対象児童は、平成２７年６月

　分の児童手当の対象となる児童です。

※ただし、特例給付（児童手当の所得制限額以上

の方に、児童１人当たり月額５，０００円を支給して

いるもの）を受給する方は対象となりません。

支　給　額 １人につき　６，０００円 対象児１人につき　３，０００円

申請の時期 ８月から１０月（予定） ６月から８月

支 払 時 期 １０月以降

受 取 方 法 申請書に記載された指定口座に入金します

つの給付金
臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

申請時期になりましたら、対象者に申請書を送付します。

2
■問い合わせ　
　健康福祉課　福祉係　
　☎（４３）２１１５
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「森と住まいのエコポイント事業」
「ふくしまエコ・プラス住宅応援事業」

最大で６０万円相当のポイントがプレゼント

今年も
実施します



　町
の
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
た

の
か
、
補
正
予
算
が
ど
の
よ
う
に
組

ま
れ
た
の
か
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、町
は「
財

政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
年
２
回
「
財
政

公
表
」
を
し
て
い
ま
す
。

　公
表
す
る
内
容
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
執
行
状
況
や
財
産
、地
方
債（
実

業
を
行
う
た
め
に
町
が
借
入
を
し
た

も
の
）
の
現
在
高
な
ど
で
す
。

「
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度

下
半
期
（
平
成
26
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
）
の
予
算
等
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　総
務
課
財
政
係

　☎
（
４
３
）
２
１
１
１

平
成
26
年
度
下
半
期

執
行
状
況

財政公
表

【歳入】 （単位：千円）

区　　　　　分 予算額 収入済額 執行率 予算額のうち
繰越処分

収入済額のうち
繰越処分

町税 868,722 881,579 101.5%
地方譲与税 57,055 57,055 100.0%
利子割交付金 1,700 1,700 100.0%
配当割交付金 4,805 4,805 100.0%
株式等譲渡所得割交付金 2,538 2,538 100.0%
地方消費税交付金 103,478 103,478 100.0%
自動車取得税交付金 7,664 7,664 100.0%
地方特例交付金 1,854 1,854 100.0%
地方交付税 2,621,523 2,621,523 100.0%
交通安全対策特別交付金 894 894 100.0%
分担金及び負担金 32,328 28,172 87.1% 3,848 2,683
使用料及び手数料 69,922 70,326 100.6%
国庫支出金 495,404 494,087 99.7% 38,643 62,324
県支出金 1,278,967 593,583 46.4% 143,617 151,130
財産収入 24,712 29,997 121.4%
寄附金 7,044 7,140 101.4%
繰入金 269,183 266,921 99.2%
繰越金 327,110 327,111 100.0% 161,754 161,754
諸収入 159,316 157,987 99.2%
町債 1,173,000 505,800 43.1% 353,800 308,500

計 7,507,219 6,164,214 82.1% 701,662 686,391

【歳出】 （単位：千円）

区　　　　　分 予算額 支出済額 執行率 予算額のうち
繰越処分

収入済額のうち
繰越処分

議会費 82,501 81,515 98.8%
総務費 1,436,163 1,188,067 82.7% 408,514 373,775
民生費 1,048,841 800,167 76.3% 6,481 6,480
衛生費 561,221 555,468 99.0%
労働費 13,957 13,665 97.9%
農林水産業費 1,361,514 659,646 48.4% 168,663 166,840
商工費 174,558 134,893 77.3%
土木費 502,769 303,656 60.4% 61,050 57,964
消防費 205,672 201,460 98.0%
教育費 1,313,250 840,772 64.0%
災害復旧費 153,019 62,970 41.2% 56,954 32,110
公債費 649,119 649,118 100.0%
諸支出金 1 0 0.0%
予備費 4,634 0 0.0%

計 7,507,219 5,491,397 73.1% 701,662 637,169

＊収入済額・支出済額は平成２７年５月１９日現在の額で、最終決算額とは異なります。

一般会計

み
ん
な
が
主
役

し
あ
わ
せ
実
感
の
ま
ち

　は
な
わ

特別会計

【歳入・歳出】 （単位：千円）

区　　　　　分 予算額
歳　　　　　入 歳　　　　　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率

国民健康保険 1,192,098 1,177,920 98.8% 1,112,543 93.3%

後期高齢者医療 99,435 99,261 99.8% 99,019 99.6%

介護保険 913,418 900,961 98.6% 881,428 96.5%

農業集落排水処理事業 175,268 172,878 98.6% 172,843 98.6%

公共下水道事業 183,276 181,073 98.8% 180,620 98.6%

塙林間工業団地用地取得造成事業 6,010 6,007 99.9% 922 15.3%

笹原財産区 434 372 85.7% 253 58.3%

＊　収入済額・支出済額は平成27年5月19日現在の額で、最終決算額とは異なります。

【歳入・歳出】 （単位：千円）

区　　　　　分 予算額
歳　　　　　入

予算額
歳　　　　　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率

上水道事業（収益的収支） 292,781 293,068 100.1% 240,945 234,167 80.0%

上水道事業（資本的収支） 104,046 104,046 100.0% 247,428 245,691 99.3%

＊　上水道事業については平成27年３月31日現在の決算額となります。

町債の状況

【町債の状況】 （単位：千円）

会　計 区　　　分 年度末現在高見込 構成比

一　般

１　普通債 5,750,144 63.0%

　　うち臨時財政対策債 2,264,680 24.8%

２　災害復旧債 45,191 0.5%

小　　　計 5,795,335 63.5%

上　水
上水道事業債 1,073,050 11.8%

（簡易水道事業債を含む）

農　集

農業集落排水事業債 844,908 9.2%

資本費平準化債 89,103 1.0%

小　　　計 934,011 10.2%

下　水

特定環境保全公共下水道事業債 1,270,017 13.9%

資本費平準化債 53,996 0.6%

小　　　計 1,324,013 14.5%

合　　　計 9,126,409 100.0%

補正予算

 平成２６年度下期は、衆議院議

員総選挙費、情報化推進費、上

水道事業補助金、除雪費用、林

業振興費等の補正を行いました。 

　また、平成２６年度の給食セン

ター整備事業、森林整備加速化・

林業再生基金事業等は、平成２７

年度へ繰越しとなりました。

【２６年度下期の一般会計予算補正の状況】 （単位：千円）

会　　　計 補正の規模 主な補正事項

１１月（専決） 
（４号補正）

5,657 衆議院議員総選挙費の増

１２月定例議会 
（５号補正）

242,225
情報化推進費、上水道事業補助金
林業振興費の増

1月（専決） 
（６号補正）

14,330 除雪費用の増

２月臨時議会 
（７号補正）

△ 1,100
多機能電話購入費の減
塙農村勤労福祉会館整備事業費の増

３月定例議会 
（８号補正）

28,933
林業振興費の増
各種事業費確定見込みによる減

３月（専決） 
（９号補正）

25,507
特別交付税、国県支出金、地方債等
の額の確定に伴う財源整理

補正合計 315,552
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仲間とともに

勝利へ向かって一致団結！

【塙小学校】①スタート前のかわいいダンス②１着でゴー

ル（100 ｍ走）③やったー！赤の勝ち④負けないぞー！

（騎馬戦）⑤オラフで大正解！（ディズニーランドに連

れてって）⑥お父さん頑張って！（親子でＧＯ）⑦アン

カーとして負けられない！（上学年紅白対抗リレー）

【常豊小・幼】⑧勢いよくスタート（チャンスは２度お

とずれる）⑨デカパンで息を合わせて（親子でＧＯ !）

⑩引っ張れー（紅白対抗つなひき）⑪笑顔が光ります

⑫お姉ちゃん速ーい！（かえるの兄弟なかよしです）

【笹原小・幼】⑬これだけは譲れない！（笹原の決戦！スー

パー）⑭お父さん離れないでね（親子の絆）⑮赤組に負

けるなー（応援団長も気合十分）⑯ラッキーカードゲッ

ト！（ジャブジャブウォッシュマン参上！）

　塙小学校は５月１６日（土）、常豊小学校・同幼稚園、笹

原小学校・同幼稚園は５月２３日（土）にそれぞれ春季大

運動会が行われました。みんな力を合わせて元気に競技を

行い、会場は大変な熱気に包まれていました。

（※塙幼稚園の運動会は９月に開催予定です。）

①

②

③

④

⑤⑥

⑨

⑪

⑫

⑧

⑬

⑩

⑭

⑮⑯

⑦

小学校・幼稚園　春季大運動会
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　美しい自然の中で繰り広げられるク
マくんとヤマネくんのシリーズです。
好みも見た目も全く違う２匹ですが、
いつもお互いを思い合っていて、本を
読むと温かい気持ちになります。この
お話は、途中ハラハラドキドキの場面
がありますが、森に咲くアジサイがと
てもきれいですし、最後がとても素敵
で雨の季節にぴったりの絵本です。

　図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま

す
。　な

お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予

約
も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

あ
め
の
本

６月の
テーマ

「あめのもりの
　おくりもの」

ふくざわ　ゆみこ／作
（福音館書店）

●ものがたり

 

図書館情
報新 刊 案 内

「人もペットも気をつけたい
園芸有毒植物図鑑」

土橋　豊／著
（淡交社）

　人にはもちろんのこと、犬や猫
にも有毒な植物は意外にも身近に
存在するのです。園芸を楽しまれ
る方にも、そうでない方にもおす
すめの１冊です。　

体の健康は「歯」から
－歯の健康を守りましょう－

11

①
よ
く
噛
む

　

歯
と
食
物
が
擦
れ
合
い
、
歯
垢
を

付
き
に
く
く
し
ま
す
。
硬
い
も
の
、

繊
維
の
多
い
野
菜
（
セ
ロ
リ
・
に
ん

じ
ん
な
ど
）
が
効
果
的
で
す
。

②
口
内
の
酸
性
化
を
防
ぐ

　

砂
糖
か
ら
虫
歯
の
原
因
と
な
る
酸

が
作
ら
れ
、口
内
を
酸
性
化
し
ま
す
。

甘
い
物
の
取
り
過
ぎ
や
、
汚
れ
た
状

態
が
続
く
「
だ
ら
だ
ら
食
べ
」
は
控

え
ま
し
ょ
う
。
食
後
の
歯
磨
き
は
も

ち
ろ
ん
、
虫
歯
菌
の
餌
に
な
ら
な
い

キ
シ
リ
ト
ー
ル
入
り
の
食
品
を
選
ぶ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
唾
液
の
分
泌
を
促
す

　

唾
液
は
口
内
の
酸
性
化
を
抑
え
、

歯
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
溶
け
出
す
の
を

防
ぎ
ま
す
。梅
干
し
や
酢
の
物
な
ど
、

酸
味
の
あ
る
も
の
や
、
よ
く
噛
む
こ

と
で
分
泌
を
促
進
し
ま
す
。

④
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
取
る

　

歯
茎
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
修
復
、
歯

の
象
牙
質
の
形
成
を
助
け
ま
す
。
歯

周
病
で
歯
茎
が
痩
せ
た
り
弱
っ
た
り

し
て
い
る
方
に
ぜ
ひ
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
栄
養
素
で
す
。
柑
橘
類
・
イ

チ
ゴ
・
緑
黄
色
野
菜
・
イ
モ
類
・
キ

ウ
イ
・
ゴ
ー
ヤ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

ま
す
。

　

す
で
に
虫
歯
や
歯
周
病
に
か
か
っ

て
い
る
方
は
、
放
置
せ
ず
に
歯
科
医

の
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
町
で
は

今
年
30
、
40
、
50
、
60
歳
に
な
る
方

の
お
誕
生
日
の
月
に
、
歯
周
疾
患
健

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
歯

の
健
康
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

（
管
理
栄
養
士
）

■
対
象
者

　町
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
住
宅
所

有
の
本
人
か
そ
の
親
族
が
住
ん
で
い

て
、
本
人
や
同
一
世
帯
全
員
が
町
税
な

ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
対
象
住
宅（
ア
パ
ー
ト
等
は
対
象
外
）

　個
人
住
宅
（
併
用
住
宅
含
む
）
の
家

屋
と
、
外
構
施
設

■
対
象
と
な
る
工
事

　町
内
施
工
業
者
が
行
う
工
事
代
金

20
万
円
（
消
費
税
含
む
）
以
上
の
工
事

■
施
工
業
者

　町
内
に
事
務
所
、
ま
た
は
事
業
所
が

あ
る
個
人
・
法
人

■
補
助
金
額

　工
事
金
額
の
３
分
の
１
（
上
限
10
万

円
）
以
内

■
必
要
書
類

　・
改
良
工
事
の
内
容
の
分
か
る
見
積

　
　書
の
写
し

　・
対
象
工
事
箇
所
の
施
工
前
の
現
場

　
　写
真

■
そ
の
他

　・
１
つ
の
住
宅
に
１
回
限
り
と
な
り

　
　ま
す
。

　・
す
で
に
リ
フ
ォ
ー
ム
済
み
の
物
件

　
　に
つ
い
て
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　・
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は

　
　事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　ま
ち
振
興
課

　

　☎
（
４
３
）２
１
１
２

図書館・本好きの方必見
―塙町図書館パートナー募集―

　図書館活動に理解と関心を持ち、ボランティア

活動を通じて社会への貢献や自己実現を図ろうと

する意欲のある中学生以上の方を対象に「塙町図

書館パートナー」を募集します。図書館や本に興

味のある方はぜひお申し込みください。

■募集人数　２０名（中学生以上）

■活動期間　平成２７年８月１日（土）から

　　　　　　平成２８年３月３１日（木）の開館日

■活動時間　午前９時３０分から午後５時の間

■活動内容

　　・図書館利用者の支援　・図書資料の整理

　　・イベントなどの支援　・広報活動

■募集期間　６月２日（火）から６月３０日（火）

　　　　　　※休館日は除く

■申込方法　図書館にある申込書に必要事項を記

　　　　　　入し、お申し込みください。

■問い合わせ

　　　　　　塙町図書館　☎４３－０８０８

　町では、木造住宅の地震に対する安全性の確保

と向上を図り、震災に強いまちづくりを推進する

ため、町内に木造住宅を所有・居住し、耐震改修

工事を施工する方に対し費用の一部を助成しま

す。

■対象要件

・町内に居住する住宅（専用・併用）

・昭和５６年５月３１日以前に着工し、建築された

　３階以下の木造住宅

・耐震診断を受けた結果、その基準未満の家

・補助金交付決定年度内に、耐震改修工事が完了

　するもの

■支援内容

　改修内容が、一般、簡易、部分工事により

６０万円から１００万円を上限として、工事費用の

１／２以内。（詳しくはお問い合わせください）

■問い合わせ

　まち整備課　まち管理係　☎４３－２１１７

木造住宅耐震化のススメ
―耐震リフォーム補助金最大１００万円―

　塙
町
で
は
町
内
施
工
業
者
に
よ
り
、
個
人
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
町

民
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

着
工
前
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
歯
と
口

の
健
康
週
間
」
で
す
。
歯
周
病
は
、

糖
尿
病
や
心
臓
病
と
深
く
関
わ
っ
て

い
て
、
全
身
の
健
康
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
歯
の
健
康
を
守
る
こ
と

は
体
の
健
康
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

◆　

食
生
活
で
の
ポ
イ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ

　健
康
福
祉
課

　健
康
推
進
係

　☎
（
４
３
）２
１
１
５

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
補
助
が
あ
り
ま
す

食
の
知
恵
袋



～塙町生涯学習だより～　６月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

６月号
　はなわふれあいスポーツクラブで
は、随時、会員を募集しています。
一緒にスポーツでさわやかな汗を流し
ませんか。
詳しくは下記までご連絡下さい。

　60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
講
座
「
長

寿
学
園
」
の
開
講
式
が
、
５
月
19
日
（
火
）

に
塙
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
終
了

後
第
１
回
講
座
と
し
て
県
南
保
健
福
祉
事
務

所
の
歯
科
衛
生
士
、
後
藤
優
子
氏
を
講
師

に
「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
歯
っ
ぴ
ー
健
口
セ
ミ

ナ
ー
」
と
題
し
た
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
話
で
は
、
な
ぜ
口
腔
ケ
ア
が
大
切
な
の

か
を
テ
ー
マ
に
お
話
が
あ
り
、
後
半
に
は
健

康
体
操
の
実
演
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
お
家
で
実
践
し
て
ほ
し
い
と
「
食
べ
る

前
の
準
備
体
操
」と
い
う
資
料
が
配
布
さ
れ
、

第
１
回
講
座
が
終
了
し
ま
し
た
。

　長
寿
学
園
は
月
１
回
程
度
開
催
さ
れ
、
第

２
回
講
座
は
陶
芸
教
室
の
予
定
で
す
。
随
時

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　○
塙
町
公
民
館

　☎
（
４
３
）
０
３
２
０

はなスポ通信

NPO 法人　　　　　　　　　　
はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp

塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

■まなびとファインダー URL

　http://www.manabito.
　　　　 fks.ed.jp/win.html

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

はなわスポーツ 検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

日　時　６月２８日（日）　受　付　午前９時

　　　　　　　競技開始　午前９時３０分

場　所　塙町営体育館　アリーナ

資　格　年齢不問（１チーム３人）

参加費　１チーム　　 ３，０００円

　　　　（会員チーム　１，５００円）

日　時　７月５日（日）　

　　　　受　　付　午前８時３０分

　　　　競技開始　午前９時３０分

場　所　塙町営体育館　アリーナ

資　格　インディアカ愛好者の男女

参加費　１チーム　３，０００円

日　時　毎週水曜日　

　　　　午後６時３０分～午後８時３０分

場　所　塙町営グラウンド

　塙中学校野球部員が参加しています。

　５月４日（日）泉崎さつき杯大会で優勝しま

した。

　中体連優勝めざし頑張っています。

はなスポ杯
第１６回カローリング大会

教 室 紹 介

はなスポ杯
第１７回はなわインディアカ大会

野球教室

第
１
回
講
座
「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
歯
っ
ぴ
ー
健
口
セ
ミ
ナ
ー
」

▲開講式の様子

　６
月
17
日
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
（
台
宿
字

下
川
原
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
全
天
候
型

施
設
で
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
使
用
で
き
ま

す
。
７
月
か
ら
８
月
ま
で
は
、
夜
間
も
開
所

い
た
し
ま
す
の
で
、
仕
事
帰
り
に
も
利
用
で

き
ま
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施

　
　設

　25
ｍ
プ
ー
ル
、
幼
児
用
プ
ー
ル

開
所
期
間

　６
月
17
日(

水)

　
　
　
　
　～
９
月
10
日(

木)

開
所
時
間

　○
午
前
の
部

　

　
　午
前
９
時
～
正
午

　○
午
後
の
部

　

　
　午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　○
夜
間
の
部
（
７
／
１
～
８
／
30
の
み
）

　
　午
後
５
時
～
午
後
８
時

定

休

日

　月
・
火
曜
日
（
夏
休
み
期
間
は
月
曜
日
の

　み
）
お
よ
び
祝
日
の
翌
日

注
意
事
項

　プ
ー
ル
利
用
の
際
に
は
水
泳
帽
を
着
用
し

　て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　○
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

　
　☎（
４
３
）３
１
９
２

　○
生
涯
学
習
課

　

　
　☎（
４
３
）２
６
４
４

塙
町
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

６月は「子育て講話♪」です。

日々の子育てのためになるお話を聴きましょう♪♪

この機会に、疑問や悩みを解消しましょう♪

６月のなかよしルーム参加者募集

～
長
寿
学
園
活
動
開
始
～

▲健康体操の実演指導

６
月
17
日
オ
ー
プ
ン

ＨＰ内ブログにて、日々の活動
の様子をアップしています。

日　　　時 ：６月１２日（金）　午前１０時～

場　　　所 ： 塙町公民館　２階和室	

内　　　容 ：子育て講話

講　　　師 ：金澤　弘子　先生

問 合 せ 先 ：塙町公民館　☎４３－０３２０

～♬～♩～♭～♬～♪～♯～♬～♩～♭～♬～

　なかよしルームは、就園前のお子さんとその

保護者を対象とした子育て講座です。

　子育て中の皆さんで交流し、情報交換やお友

達の輪を広げる場としてご活用ください。

子育てサポーターやインストラクターの皆さん

も一緒です。どなたでもお気軽にご参加くださ

い。初参加者、大歓迎です！

～♬～♩～♭～♬～♪～♯～♬～♩～♭～♬～

▲カローリング大会の様子 ▲インディアカ大会の様子
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　事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
労
働
保

険
の
年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
、

７
月
10
日（
金
）で
す
。
期
限
ま
で

に
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、

労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局

で
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
「
電

子
申
請
」
を
、
労
働
保
険
料
の
納

付
は
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　福
島
労
働
局

　総
務
部

　☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
７

　特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
、

顕
微
授
精
）
を
行
う
ご
夫
婦
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　①
特
定
不
妊
治
療
指
定
医
療
機

　関
で
、
保
険
診
療
の
適
応
と
な

　ら
な
い
体
外
受
精
、
ま
た
は
顕

　微
授
精
を
行
っ
た
方
、
手
術
を

　必
要
と
す
る
不
妊
男
性
の
方
。

　②
法
律
上
の
夫
婦
で
、
両
者
ま

　た
は
一
方
が
福
島
県
内
（
郡
山

　市
、
い
わ
き
市
を
除
く
）
に
お

　住
ま
い
の
方
。

　③
夫
婦
の
前
年
度
（
４
、
５
月

　の
申
請
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

　の
所
得
の
合
計
が
７
３
０
万
円

　未
満
の
方
。

■
そ
の
他

　申
請
に
必
要
な
書
類
や
、
助
成

　の
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
南
保

　健
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　☎
０
２
４
８
（
２
２
）
５
６
４
７

　国
税
局
や
税
務
署
員
を
名
乗
る

者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
・
年
金
受
給
調
査
と
称
し
て
、

年
齢
や
家
族
構
成
、
年
金
の
受
給

状
況
、
預
金
残
高
や
口
座
情
報
な

ど
に
つ
い
て
聞
き
出
そ
う
と
す
る

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
電
話
は
、
詐
欺
事
件
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

税
務
署
員
が
納
税
者
の
皆
さ
ま
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場

合
は
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申

告
書
な
ど
の
内
容
を
ご
本
人
に
確

認
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。
不
審
に
思
っ
た
ら
即
答
せ
ず

に
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
警
察
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　白
河
税
務
署

　総
務
課

　☎
０
２
４
８（
２
２
）７
１
１
１

　放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経

済
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。
出
願
期
間
の
第
１
回
は

８
月
31
日（
月
）ま
で
、
第
２
回
は

９
月
20
日（
日
）ま
で
で
す
。
資
料

を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　☎
０
２
４（
９
２
１
）７
４
７
１

　妊
娠
し
て
も
、
流
産
、
死
産
や

新
生
児
死
亡
な
ど
を
繰
り
返
し
て

し
ま
う
不
育
症
と
い
う
病
気
が
あ

り
ま
す
。
不
育
症
と
診
断
さ
れ
た

方
が
妊
娠
し
た
場
合
に
は
、
治
療

費
に
か
か
る
費
用
の
一
部
が
助
成

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　法
律
上
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、
治

療
期
間
中
に
両
者
、
ま
た
は
一
方

が
福
島
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

な
お
、所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
治
療

　平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
、

国
内
の
医
療
機
関
で
行
っ
た
「
ヘ

パ
リ
ン
」
と
い
う
薬
剤
を
主
と
し

た
不
育
症
治
療
。

■
問
い
合
わ
せ

　県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　☎
０
２
４
８（
２
２
）５
６
４
７

　め
で
た
く
結
婚
50
年
を
迎
え
る

ご
夫
婦
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
塙

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と

な
っ
て
取
り
ま
と
め
、
表
彰
式
は

塙
町
敬
老
会
の
席
上
で
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
塙
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

　

　昭
和
40
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫

　婦
■
問
い
合
わ
せ

　塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
（
４
３
）２
１
５
４

　富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青

少
年
が
キ
ャ
ン
プ
生
活
な
ど
の
野

外
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

し
て
、
仲
間
づ
く
り
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
期

　間

　８
月
３
日（
月
）か
ら
８
月
６
日

　（
木
）

　３
泊
４
日

■
場

　所

　静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー

■
対

　象

　小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

■
応
募
締
切

　７
月
10
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　国
際
青
少
年
研
修
協
会

　☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

　仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

　平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
、
３
年
を
経
過
し
な
い

者
お
よ
び
平
成
28
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　６
月
22
日
（
月
）
か
ら

　７
月
１
日（
水
）ま
で

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　６
月
22
日（
月
）か
ら

　６
月
24
日（
水
）ま
で

■
第
１
次
試
験
日

　平
成
27
年
９
月
６
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

　仙
台
国
税
局

　☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
22

日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」強
化
週
間
と
し
て
、い

じ
め
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
子
ど
も
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
、電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
期

　間

　６
月
22
日（
月
）か
ら
28
日（
日
）

■
時

　間

　午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

　※
６
月
27
日
（
土
）、28
日
（
日
）

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
相
談
電
話
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）

　０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

　福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　☎
０
２
４（
５
３
４
）１
９
９
４

おくやみ申し上げます

４月16日から５月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

根本シツエさ	
ん 90歳 栄 町

藤田　貞利さ	
ん 85歳 川 上

鈴木　芳子さ	
ん 102歳 大 蕨

金澤　ひささ	
ん 99歳 植 田

菊池しづゑさ	
ん 92歳 本 町

小浜　政一さ	
ん 87歳 川 上

上妻　晴男さ	
ん 92歳 常世北野

鈴木　勝義さ	
ん 89歳 堀 越

藤田　喜一さ	
ん 85歳 東 河 内

益子　　榮さ	
ん 79歳 木 野 反

藤田　ナミさ	
ん 104歳 常世北野

星　　正保さ	
ん 90歳 沼 ノ 上

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に窓口
　に申し出てください。

（町内 35 カ所）
片貝分館

５/14 0.09

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

５/14 0.08 ５/14 0.09 ５/14 0.10

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

５/14 0.08 ５/14 0.11 ５/14 0.11

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

５/14 0.10 ５/14 0.10 ５/14 0.11

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

５/14 0.12 ５/14 0.11 ５/14 0.09

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

５/14 0.12 ５/14 0.12 ５/14 0.10

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

５/14 0.10 ５/14 0.10 ５/14 0.10

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

５/14 0.11 ５/14 0.08 ５/14 0.12

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

５/14 0.09 ５/14 0.10 ５/14 0.12

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

５/14 0.10 ５/14 0.12 ５/14 0.10

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

５/14 0.11 ５/14 0.11 ５/14 0.09

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　　 / 時間

地上１㍍で測定

５/14 0.10 ５/14 0.08

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

５/14 0.08 ５/14 0.09

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

お知らせ
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

７
月
10
日
で
す

福
島
労
働
局

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健 康 福 祉 課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

ま ち 振 興 課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

ま ち 整 備 課　４３－２１１７

生 活 環 境 課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議 会 事 務 局　４３－２１５０

農 業 委 員 会　４３－２１１９

学 校 教 育 課　４３－４０５０

生 涯 学 習 課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

試　験

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

福
島
地
方
法
務
局

相　談
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放
送
大
学
10
月
生
募
集

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

青
少
年
交
流
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

国
際
青
少
年
研
修
協
会

国
家
公
務
員「
税
務
職
員

採
用
試
験
」（
高
校
卒
業
程
度
）

仙
台
国
税
局

税
務
署
員
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

白
河
税
務
署



Town Topics

まちの話題

あなたの地区の話題を提供してください。
取材に伺います。
※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、
　総務課☎ 43―2111 までご連絡ください。

５月１３日（水）　塙保育園のきりん組の園児２１名
が、園庭の畑でさつまいもの苗を植えました。食
育の一環として食物を自ら育て、土や泥に触れる
ことを目的に行われました。民生児童委員の皆さ
ん７名の協力を得て、植え方の指導を受け「大き
くなってね」と、願いを込めて丁寧に植えていま
した。秋には大きく育ったさつまいもを収穫し、
みんなでおいしく会食する予定となっています。

５月５日（火）　小高区のボランティア団体の常
勝気龍会（小松忠会長）とＪＡ女性部花の会によ
る「第２回小高区鯉まつり」が、大栄鉱業広場で
開催されました。同会は毎年、地域活性化と子ど
もの健やかな成長を願い鯉のぼりを揚げ、今年は
６０匹以上の鯉のぼりを揚げました。まつりには、
多くの家族連れが訪れ、鮎の塩焼きやかき氷など
の出店や、金魚すくい、夏川アキさんによる歌謡
ショーなどを楽しみました。小松会長は、地域の
活性化のために今後も継続して開催していきたい
と語っていました。

大きなおイモになってね
―塙保育園でさつまいもの苗植え―

子どもの日に多くの家族連れで賑わう
―小高区で第２回鯉まつり開催―

▲鼓笛パレードで地域に交通安全を呼びかけました

さらなる飛躍を誓う
―岡本工業第２工場第２期増築工事地鎮祭―

秋の豊作を願って
―常豊小学校で田植え―

地域の交通安全を願って
―常豊小学校鼓笛パレード―

旧片貝小学校跡に消防屯所が完成
―塙町消防団第４分団第２班へ消防屯所引き渡し―

▲地鎮祭でくわ入れをする岡本社長

▲泥だらけになっても、丁寧に植えることができました

５月１５日（金）　岡本工業株式会社（本社・東京
都品川区／岡本芳寛取締役社長）の第２工場（西
河内）の第２期増築工事の地鎮祭が、関係者約
２０人出席のもと行われました。同社は、自動車
部品加工を手掛け、今回増築される工場により、
既存の第２工場と一貫した生産ラインが完成しま
す。新工場は１１月上旬までの完成を目指し、来年
２月ごろの本格稼働を予定しています。第１工場
（伊香）と合わせ、さらなる飛躍が期待されます。

５月８日（金）　常豊小学校の３年生から６年生に
よる田植えが、常世中野の学校田で行われました。
ＰＴＡの方々の協力のもと、毎年行われていて、
今年も約１５アールの田んぼに田植えを行いまし
た。裸足で田んぼに入り、足を取られたり、泥だ
らけになったりしても最後まで丁寧に植えること
ができました。児童たちは、秋に予定されている
収穫祭を今から心待ちにしていました。

５月２７日（水）　常豊小学校による地域安全・交
通安全合同鼓笛パレードが、赤坂のＪＡガソリン
スタンドから常豊小学校までの区間で行われまし
た。児童たちは、日頃の練習の成果を存分に発揮
し、地域住民に交通事故防止と犯罪のない明るい
社会づくりを呼びかけました。多くの保護者や地
域の方も沿道に駆けつけ、児童たちの息の合った
演奏とダンスに大きな拍手を送っていました。

５月１０日（日）　塙町消防団第４分団第２
班（片貝）の消防屯所が旧片貝小学校跡地
に新築され、引渡式が現地で行われました。
引渡式では、菊池基文町長から木田廣明団
長についで、神永竜太郎分団長、大森理夫
班長へと鍵が引き渡されました。地域の安
心・安全を守るための拠点として、重要な
役割を果たす消防屯所。今後の防災拠点と
しての機能が期待されます。

▲おいしいさつまいもができるように丁寧に植えました

▲鯉のぼりが元気に泳ぐ中、多くの家族連れで賑わいました

①完成した屯所と、地域を守る団員たち

②菊池町長から木田団長へ鍵が引き渡されま

した。

③旧片貝小学校に代わる新たな地域のシンボル

①

②

③
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　私の住む街は、２つの市（保

谷・田無）が合併して 20 年余

りの市で、人口 19 万８千人の

スポーツが盛んな街です。地域

の絆を深めるための体育協会が

あり、そのうちの約 30 団体の

中の１つである「山登り」を楽

しむサークルの山岳連盟があり

ます。私は、その中に４つの

サークル（約 50 人×４＝ 200

人）の中の「日曜山行会」に入

会して約 35 年になるでしょう

か。参加できないときも多々あ

りますが、月１回の山登りは、

愉快な仲間との出会いと、頂上

からの雄大な眺めもさることな

がら、高山での可憐な花々たち

の出会いは、心を豊かに満たし

てくれ、元気づけてくれます。

嬉しさいっぱいで帰ることがで

きます。

　４月下旬、新潟県の坂戸山に

行ってきました。標高 634 ｍの

低山でしたが、雪の残る気持ち

の良い山でした。ちょうど山桜

が満開で、その下は薄紫のカタ

クリの群生と、ピンクのショウ

ジョウバカマ、そして薄ピンク

の妖精のようなイワウチワが、

溶けきらない雪のそばで春風に

揺れていました。感動を頂いて

帰りました。今年の７月は、26

名ほどで猫魔ヶ岳（標高 1,403

ｍ）に登りますので、６月に４、

５人で下見に行きます。６月は

花が少ないですが、何か出会い

があると思います。楽しみです。

こんな自然に咲く花々に会いた

くなるのも、原点はやはり塙の

自然豊かな山々や、友人宅の裏

山で見たかわいい花々が、遠い

記憶の中で忘れられない想いに

なっていることだ。

　気が付けば、山登りも少々危

ない年齢になりました。家族、

友人の心配も心して、ゆっくり

急がず、もう少し楽しみたいと

思います。そして、年２回ほど

のふるさと訪問の旅で、皆さま

とお会いできるのを楽しみにし

ております。

私の住む街で
ー高山の花々との出会いを楽しみにー
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　皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
中
村
尚
央

さ
ん
か
ら
随
想
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぎ
、
６
月
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
、
六
本
木
禎
史
と
申
し
ま
す
。

中
村
さ
ん
に
引
き
続
き
、
塙
町
出
身
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
短
い
時
間
お
付
き

合
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　私
は
、
平
成
21
年
に
東
邦
銀
行
へ
入

行
し
、
平
成
24
年
７
月
に
塙
支
店
へ
ま

い
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
も
う
す
ぐ

丸
３
年
が
た
つ
と
こ
ろ
で
す
。
職
業
柄

転
勤
も
多
く
、
見
ず
知
ら
ず
の
土
地
へ

行
く
と
い
う
こ
と
は
多
い
で
す
が
、
塙

町
は
初
め
て
の
異
動
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
転
勤
後
１
週
間
で
塙
町

商
工
会
青
年
部
の
１
泊
２
日
の
研
修
旅

行
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
の
こ

と
は
印
象
深
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

塙
町
へ
来
て
１
週
間
、
全
く
何
も
知
ら

な
い
私
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
、
塙
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
青
年
部

の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
あ
の
研
修
旅
行
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
塙
町
に
早
く
慣
れ
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　タ
イ
ト
ル
に
あ
り
ま
す
「
す
べ
て
を

地
域
の
た
め
に
」
は
、
当
行
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
あ
り
、
仕
事

面
に
お
い
て
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
銀
行
員
と
し
て
の
仕

事
面
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

の
発
展
、
活
性
化
の
た
め
に
商
工
会
青

年
部
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
少
し
で

も
塙
町
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命

「
す
べ
て
を
地
域
の
た
め
に
」
尽
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
次
回
は
菊
地
高
寛
さ
ん
（
本
町
）
で
す
。】

　このコーナーでは、東京塙会の
皆さんの住む街のことや近況につ
いて紹介しています。

私の住む街Ｎｏｗ

「
す
べ
て
を
地
域
の
た
め
に
」

六
ろ っ ぽ ん ぎ

本木 禎
さだふみ

史さん（材木町）

職　　　業：銀行員
趣　　　味：ゴルフ、旅行、バスケ
好きな言葉：感謝

お待ちかね！　　　
　あなたの番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol.307-

松
本 

千
恵
子
さ
ん

東
京
都
西
東
京
市
在
住
（
材
木
町
出
身
）

-Vol.4-

【次回は、神奈川県横浜市在住の

小林 良樹さんです。】

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

安藤　世
せ な

絆く　
　ん 智 之・友 紀 ４/10 柳 町

大西　琉
る な

愛
ち
ゃ
　ん 航 ・祐 美 ４/13 植 田

大友　梨
り な

愛ち
ゃ
　ん 恒 造・祐 子 ４/22 東 河 内

こんにちは赤ちゃん
４月１６日から５月１５日までの届け出

満開を願って
―風呂山公園つつじ募金―

■東白衛生協同組合　様

　100,000 円　（風呂山公園つつじ募金・通算６回目）

Roppongi Sadafumi



　５月２６日（火）に行われた３歳児健診（受診者１３人）
で、むし歯が１本もなかった子どもたち８人を紹介し
ます。

江
え

田
だ

將
しょうご

向くん

（植田）

上
かみつま

妻友
とも

樹
き

くん

（上渋井）

堀
ほり

　安
あん

里
り

ちゃん

（大町）

緑
みどりかわ

川そらちゃん

（桜木町）

本
ほん

田
だ

皇
こう

成
せい

くん

（材木町）

石
いしかわ

川颯
そう

大
た

くん

（上渋井）

鈴
すず

木
き

彩
さ

羅
ら

ちゃん

（伊香）

神
かみなが

永寧
ね

々
ね

ちゃん

（大町）

のびのびすくすく

江
え

田
だ

將
しょうご

向くん

（植田）

上
かみつま

妻友
とも

樹
き

くん

（上渋井）

堀
ほり

　安
あん

里
り

ちゃん

（大町）

緑
みどりかわ

川そらちゃん

（桜木町）

本
ほん

田
だ

皇
こう

成
せい

くん

（材木町）

石
いしかわ

川颯
そう

大
た

くん

（上渋井）

鈴
すず

木
き

彩
さ

羅
ら

ちゃん

（伊香）

神
かみなが

永寧
ね

々
ね

ちゃん

（大町）

　５月２６日（火）に行われた３歳児健診（受診者１３人）
で、むし歯が１本もなかった子どもたち８人を紹介し
ます。
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　町 県 民 税　　　　全期・１期　
　納　期　限　　　　６月３０日（火）
　◆口座振替日は６月２５日（木）です。

６月７日（日）
あらまちクリニック
☎３３―８０１８７月５日（日）

和 田 医 院
☎３３―２０１２

６月14日（日）
つちやクリニック
☎４３―２２５０７月12日（日）

東 舘 診 療 所
☎４６―３１６５

６月21日（日）
ふじた循環器内科クリニック
☎３３―２０１３７月19日（日）

大 木 医 院
☎３３―２４２４

６月28日（日）
金 澤 医 院
☎４６―２３１２７月20日（月）

東白川中央医院
☎３３―３２６３

▼
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
紙
面
で

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

地
方
が
試
さ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
す
。

ピ
ン
チ
で
は
な
く
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
▼
運
動
会
で

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私

自
身
、
２
回
目
の
運
動
会
取
材
と
な

り
ま
し
た
が
、
雨
に
も
負
け
ず
、
暑

さ
に
も
負
け
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
頑

張
る
姿
は
い
つ
見
て
も
い
い
も
の
で

す
ね
。
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
表
情

が
豊
か
で
、
予
想
以
上
の
枚
数
を
カ

メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
６
年
生

は
最
後
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
上
級
生
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、
一
生
懸
命
競
技
す
る
姿
は

と
て
も
素
敵
で
し
た
。

　
　
　（
松
）

※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳の

　人口、世帯数を掲載しています。

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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男性　4,671人（－ 2）　 世帯数　3,343世帯（＋ 1）

女性　4,763人（＋ 1）　　　（　）内は前月比

はなわ Snapshot

ぼくたち幼年消防クラブ。火遊びは絶対しません！
（塙幼稚園）

●休日の当番医 ●今月の納税等

●町の人口　９，４３４人（５月１日現在）
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